
特集 オフィスオートメーションシステム

ベーシックマスターレベル3システム
BASIC MASTER LEVEL3SYStem

パーソナルコンピュータがオフィスオートメtションの杓い手として注目されて

おり,専門家でなくても手軽に取り扱え,かつ広範な用途に対応できる多目的で高

性能,かつ安価なパーソナルコンピュータの出現が望まれている｡

本製品はこのようなニーズに対応するため開発されたパーソナルコンピュータで,

高性能8ビットマイクロプロセッサHD6809を使用し,グラフィックや平イ反名などの

表示能力の向上,ハードウェア･ソフトウェアの両面からサポートされた各穐周辺

装置への柔軟な対応性などの点で高性能化が図られている｡また,応用プログラム

として簡易言語をサポートしており,広範な用途へ手軽に展開か可能である｡

m 緒 言

パーソナルコンピュータは個人の趣味的な利用に端を発し,

現在ではOA(オフィスオートメーション)のツールとして脚光

を浴びている｡ベーシックマスターレベル3システムはこの

ような市場動向に対応し,従来機のベーシックマスターレべ
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区= ベーシックマスターレベル3システム構成 ユーザーが使用

日的に合わせ,周辺装置を選択できるシステム構成となっている｡
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図2 ベーシックマスターレベル3システムの外観 標準の入出力

装置であるカラーディスプレイ.10インチプリンタ及び5-}インチミニフロッ

ピーディスクを収納するシステムデスクも用意されている｡

ル2システムの上位機として開発されたものであり,OA用途

をはじめとする様々な用途に対応できる多目的な高性能パー

ソナルコンピュータシステムである｡本稿では,このベーシ

ックマスターレベル3システムの機能,特長及び性能につい
て述べる｡

囚 システムの概要

匝=にシステム構成を,図2にシステムの外観を示す｡ユー

ザーがその使用日的に合わせて各種周辺装置を選択使用する

ことにより,幅広いシステム構成を取ることが可能である｡

*

口立製作所横浜工場
**

日立製作所家電研究所
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田 ハードウェアの概要と!特長

3.1 本体部

8ビットMPU(Micro Processing Unit):HD6809を処理

素子として使用の上,32kバイトのRAM(Random Access

Memory)をユーザープログラム及び表示情報格納用のメモリ

として標準実装し,24kバイトのROM(Read Only Memory)

に,BASIC言語の処理を行なうBASICインタプリタなどを

格納した構成をとっている｡表1に主要仕様を,図3にブロ

ックダイアグラムを示す｡各ブロックの内容及び特長を以下

に述べる｡

(1)マイクロプロセッサ

前述したように,HD6809をマイクロプロセソサとして使用

している｡本マイクロプロセッサは68系8ビットマイクロプ

ロセッサの‾最上位に位置するもので,16ビットの加減算も可

能な高性能マイクロプロセッサである｡

(2)メ モリ

本機のメモリマップを図4に示す｡RAM容量は標準状態で

は同図(a)に示すように32kバイトであるが,オプションとして

用意されているRAMカードを本体内に増設することにより,

表lベーシックマスターレベル3本体部の主要仕様 表示系の性

告巨,内蔵インタフェースの種類,インタフェース拡張スロット数などに特長がある｡

Ⅰ員 目 内 容

MPU HD6889(8ビット並列処玉里)

ROM 24kバイト(マスクROM:BASIC及びモニタ格納)

RAM 32kバイト標準実装

表 示 構 成 横80字×縦25行文は横40字×縦25行(ソフト切換)

表 示 内 容 文字及びグラフィック記号281種(キャラクタゼネレータに内プ敲)

カ ラ
ー 表 示

7亀(育.赤,マゼンタ,緑,シアン,黄,白)＋黒,

背景色も同種指定可

グラフィック表示 芸;;:ご二:こ;≡≡::ご::こ:;…去::｢∴諾こ三:｢∴卜†ニ;忘
画面 自動スクローリング機能,スクロール窓幅指定機能.マルチページ

コントロール 表示機能

キ
ー ボ ー ド +lS配列準拠(平仮名,グラフィック記号の直接入力可)

内蔵 カラー及びモノクロームビデオ.プリンタ,ライトペン

インタフェース RS-232C回線(300～4′800bps),オーディオカセット

インタフェース

拡張スロット数
6

外 形 寸 法 幅45.0×高さ12.5×奥行5l.5(cm)

重 里 7kg

注:略語説明 MPU(Micro Processing Unit),ROM(Read Only Memory)
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図3 ベーシックマスターレベル3本体部ブロックダイアグラム 上記回路のすペてが,l枚の回路基板内に実装されている｡
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4k/ヾイト

(ROM)

(c)RAM80kバイト時

RAMの拡張状態に応じ,上記3種類のメモリ構成

BASICインタプリタ動作時,同図(b)に示すように‾最大40kバ

イト,BASICインタプリタ非動作時では同図(c)に示すように

最大60kバイトにまでRAM領1或の拡張が可能である｡後述す

る応用プログラムのなかには,BASICインタプリタの介在を

必要としないものもあり,このような場合では,BASICイ ン

タプリタを非動作モードに設定し,BASICインタプリタが占

めていた領土薮をRAM領域として活用することもできる構成と

している｡

(3)表示系

文字表ホモードで,従来のパーソナルコンピュータで一般

的であった英･数字表示,片仮名表示に加え,読みやすい平

仮名表示を標準装備として加えた｡このため,ディスプレイ

画面上に映し出されるメッセージに変化やアクセントを付加

することが可能になり,人間とディスプレイ画面間のコミュ

ニケーションをよr)親密なものにすることを可能とした｡こ

こで平仮名は英･数字や片仮名に比べると文字に曲線部分が

多く,形二伏が複雑であるため,1文字を構成するための表示

ドット数をより多く必要とする｡このため,英･数字や片仮

名に比べ,1画面当たりの表示文字数をi成じなければならな

いという問題がある｡

本機ではこの問題を解決する手段として,インタレース走

査(飛び込し走査)方式と呼ばれる走査方式を採用し,表示用

ベーシックマスターレベル3システム 275

メモリの増加を図ることなく等価柏勺に1画面当たりの垂直方

向のドット数を2倍にし,平仮名表示を可能とした｡

グラフィック表示モ】ドでは最大横640ドット×縦200ドッ

トの高解像度グラフィ ック表示モードを含む4種類のグラフ

ィック表ホモードをサポートしている｡各グラフィック表示

モードとユ】サーブログラムエリアの関係を表2に示すか,

同表から明らかなように,低い解像度のグラフィック表示モ

ードで余剰となる表示用のメモリ領j或は,自動的にユーザー

プログラムの格納領域に振り当てられるように,合理的なメ

モリの管理を行なっている｡

なお文字表示モード,グラフィック表示モード共,すべて

8色(黒を含む)のカラー表示ができ,かつ同一画面上で,文

字表示とグラフィック表示を同時に行なう手足在表示も可能で

ある｡

(4)キーボードインタフェース

キーボードからの入力情報を,一時的に保有しておくキー

ボードバソファと呼ばれる領域を設けてある｡このため,プ

ログラム実行中でも次の段階に対する命令を先行して受け付

けておくことが可能であり,一つのプログラムの終了を待っ

て次の命令を与える,といった待ち時間の発生を必要としな

いダイナミックなプログラムの実行が可能である｡

(5)システム拡張部

システムバス信号を本体内基板上に用意された6組みの拡

張スロット部に導き出してある｡この拡張スロット部に,オ

プションとして用意こされた拡張カードと呼ぶ付加凶路ブロッ

クを増設することにより,システムの機能を使用目的に応じ

て拡張することが可能である｡

3.2 ディスプレイ装置

横80字×縦25行(2,000文字)の表示能力をもつモノクロー

ムディスプレイ(蛍光色:緑)と,同じ表示能力をもつカラー

ディスプレイを用意している｡

3.3 外部記憶装置

両面倍密度記録8インチフロッピーディスク装置(記憶容

量:2Mバイト),片面卑官度記録5-をインチミニフロッピ

ーディスク装置(記憶容量:164kバイト)を用意している｡ま
た簡易外部記憶装置として,一般のオーディオカセットテー

プレコーダも使用可能である｡更に両面倍密度記録5÷イン

チミニフロッピーディスク装置(記憶容量:655kバイト)もサ

ポートを予定している｡

3.4 プリンタ

10インチスプロケット用紙,又は9インチ以下の単票用紙

が使用可能なモデルと,3～16インチスプロケット用紙,又

は15インチ以下の単票用紙が使用可能なモデルの2種類のド

ットインパクト形プリ ンタを用意している｡これら2モデル

は,共に平仮名印字,及びディスプレイ装置上に描かれたグ

ラフィック図形をプリントアウトするグラフィック印字機能

表2 表示モードとユーザープログラムエリアの関係 表示エ1+アの大小に応じ,ユーザープログラムエリアが最適化されるダイナミックなメモリ構

成を採用Lている｡

表 示 モ
ー ド

表示エリア
ユーザープログラムエリア

l行当たり文字数 グラフィックモード(分f弊能:横×縦のドット数)
RAM 32k′ヾイト時

(標準+犬態)
RAM 40kバイト時

40字
ノーマルモード(80×100) lk/ヾイト 29kノヾイト 37kノヾイト

ハイレゾリューションモード(320×200) 8k/(イト 22k/ヾイト 30kバイト

80字
ノーマルモード(柑0×100) 2kバイト 28kノヾイト 36kノヾイト

ハイレゾリュ｢ションモード(640×200) 16kノヾイト 14k/ヾイト 22kバイト
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BMCALCの画面概念

汗
列

A B C D E F G Hl

U 〉 W X Y Z

BMCAしC用紙

(仮想用紙)

画面表示

注:* RAM容量により使用できる最大行敦が設定される｡

上記128行はRAM容量60kバイト時の最大行数である｡

図5 応用プログラムの一具体例(作表計算システムーーBMCALC-)

を備えており,ベーシックマスターレベル3のもつ表示機能

を余すところなく70リントアウトできる｡

3.5 その他周辺装置

前述した拡張スロット部に増設して使用する増設プリンタ

カード,増設RS232Cカーードなどの拡弓長カード,ライトペン

をはじめとする補助的な周辺機器類を豊富に用意している｡

田 ソフトウェアの概要と特長

4.1 言語処理ソフトウェア

ベーシ.ックマスターレベル3システムでは,言語として拡

張BASICを標準サポートしている｡このBASICはインタプ

リタ形式で,RAM上のユーザープログラム領域に中間言語形

態で格納されたソースプログラムを,逐次翻訳しながら実行

する構造となっている｡前述したとおり,このインタプリタ

は,本体内のROMに格納されており,システムが起動される

と直ちにBASICモードか設定されるようになっている｡した

がって,システム起動時の諸手続きを一切行なうことなく,

直ちにプログラムをキー入力又はロードすることができ,初

心者もなんら抵抗なく使いこなすことができる｡この起動法

はフロッピーディスク装置が接続された状態でも同様であり,

フロッピ】ディスク装置を接続した状態でシステムを起動す

ると,ディスクファイルの入出力サポートなどのディスク特

有のコマンド処理ルーチンがRAM上にブートアップされ,

DISK BASICモードが自動設定される｡

DISK BASICはランダムアクセスファイル,シーケンシ

ャルアクセスフ7イル双方の作成が可能なものであl),ROM

内に格納されたBASICを更に強力なものとする｡次にこのよ

うに構成されたレベル3BASICの特長について述べる｡

(1)16文字までの長さの変数名が識別可能であり,プログラ

ム中でデータのもつ意味に対応した変数名を設定することが

できる｡したがって,例えば売上高を意味する表現として,

Ⅹ=100といった無意味な表現に代えて,URIAGE=100とい

う表現を取ることが可能であり,解読･メンテナンスが容易

なプログラムを作成することが可能である｡
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使用法(概念説明)
‥‥‥仮想表上の任意の一部を画面に

映し出L,下記を実行する｡

(1)各項目へのデータ入力

例:Al=100･…‥…‥…=‥項目A一にデータ100を格納

C15=4*SIN(10)‥…･項目C15にデータ4×Sin(10)

を格納

(2)各項目間の連結

例:C5=A5十B5‥‥･…▲‥=‥A5のデータと艶のデータの

加算侶をC5に格納

A20ニSUM(Al,Alg)=･A卜A19の加算債(SUMJを

A20に格納

(3)並べ替え,プlルタ出力など

例:SORト･･･…‥行文は列のデータを大きい(又は小さい)

頓に並べ替える｡

PRINT･……‥指定Lた範囲のデータをプリンタに出力

簡易言語プログラムのカテゴリーに入る一具体例である｡

(2)グラフィック座標の統一

4種類のグラフィック表示モードのどのモードでも,BASIC

の処理は,Ⅹ(横)座標=0～639,Y(縦)座標=0～199に統

一化されて行なわれるため,選択したグラフィック表示モー

ドの状態を意識せずにプログラムを組むことができる｡

(3)入出力処理の統一化

すべての入出力装置に対し,ファイルディスクリブタと呼

ばれる装置固有の番号と名称を割り当てられるため,入出力

装置がなんであろうと,同一の構文の命令を書くことがで

きる｡

(4)割込み命令の解放

ファンクションキー(10種),ライトペン,RS232C回線か

らの割込みを利用した命令が解放されているため,この機能

を使用Lた高度なプログラムの作成が可能である｡

(5)平仮名をBASICの構文中に使用できる｡

以上がレベル3BASICの手枕要であるが,このほかの言語と

して6809用の1パス形式のアセンブラエディタも用意されて

いる｡

4.2 応用プログラム

ベーシックマスターレベル3用として,数々の応用プログ

ラムが用意されている｡図5に,これら応用プログラムのうち

の一代表例を取り上げ概要を述べる｡この応用フロログラムは,

いわゆる簡易言語のカテゴリーに入るもので,BASIC言語■を

知らないユーザーでも手軽にパーソナルコンピュータを活用

できるように,との意図で開発されたものである｡この種の

応用プログラムの登場により,パーソナルコンピュータがOA

分野で,着実にその地位を確立し始めている姿を認識してい

ただけるものと考える｡

田 結 言

以上,ベーシックマスターレベル3システムについて概説

した｡今後,更に操作性と性能の向上,応用プログラムの充

実を図る予定であり,広くユーザーからの意見を仰ぎたいと

考えている｡




